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1 ．はじめに

（1）研究の 背景

　地方 都 市で の 通 勤通学や 日 常移動 手 段 に お い て 、自家

用 車 へ の 依存が甚 だ しい。家庭の 年P．H　COz排出量 に おい

て、自家用 車 か らの 排出量 が 平均 で 113程ttで あるが 、山

Il県な ど地 方都市 にお い て は、　 tt2近 く を占 め る場 合が 多

い 。さ ら に、車の 過 度な利用 は 公 共 交 通 の サービ ス低 下

を招 き、高齢化 が 加速する 中で 、マ イ カ
ー

中心 の ス プ ロ

ール した都 市域で は 高齢者や 子 供た ち の 口 常生活移動 が

益 々 困難 に な っ て く る。こ の よ うな背 景か ら、山 口 県宇

部市 で は 、温 暖 化防止 対 策 を推 進 す る た めに、ま た、持

続可 能な交通 手段 と し て 公 共 交 通 に加 えて 白転 車 の 利 用

促進を勧め て い る
t）。

（2） 既往 の研 究

　宇部 市 地球 温 暖化 対 策 ネ ッ トワ
ーク （UNCCA ） に よ る

自転車通勤 に 関す る 個人 ・団体への ア ン ケート調 査 で、
自転 車通 勤 を促 進す る に は ．自転車か らみ た 地域 の 道 路

条件 が悪 く、事故 の 危険が懸念 され る こ とが 示 され た
2）・3）・

4）
p

　自転車利用 者 か らみ た、道 路 の 通 行 しや す さ評 価 に関

す る研 究 と し て、山崎 ・他
5）

は、自転 車 の 安 全 性 と快適

性 の 観点か ら道路評価手 法 を提 案 し、沖縄 県本 島全 域 の

自転車 マ ッ プ を作成 した。沖縄 県本 島 で 行 な われ る全 国

規 模 の 自転車競技 大会を 視野 に 人れ た マ ッ プ で あ る た め、
広域 を網 羅 した 白転車マ ッ プ と なっ て い る e ま た 、金

6，

は 、自転車利 用環 境 整 備 に あ た り、人 と自動 車 ・自転車

が 混在 す るバ イ シ クル
・

コ ン パ テ ィ ビ リテ ィ の 視 点か ら

道 路 ・自転 車 走 行 空 間 を評 価 す る た め の 定 性 的評 価 表

「チ ェ ッ ク リス ト」 を提案 し た。し か し、こ れ らの 研究

で は、自転 車 が 関 わ る交 通 事故 の 地 理 的分布 を 分析 し、
そ の 要 因 を検討 す る視 点 が とられ てい ない。
　 道 路管 理 者 が 自転 車 の 交 通 量需 要や 交通 事 故 の 分布 を

把握 し て 、自転車 に 配 慮 した道 路環 境 を整備 す る た め に、
交通 事故 件数や 発生 率 の 地 理 的分布 を評 価す る こ とが 重

要 で あ る。ま た、交通 事故率を 自転車利用者に 提示す る

こ とに よ り、自転車 で 通 行 す る際 の 経 路選 択 に役 立 っ と

思われ る。

  研 究の 目的

　本研 究 で は 山 口 県宇 部市 を対象 に、教育機関 へ の 通 学

実態ア ン ケ
ート調 査 を行 い 、自転 車 通 学生 徒 ・学 生 数 を

把 握 す る
一

方、道路交通 量 調 査結果か ら 白転 車 走 行 台数

を抽出 す る。さらに 、宇部市内 で 発生 し た交通 人身事 故

の 揚 所 を地図 にプ ロ ッ ト し、自転車が 関わ る 事故件数を

223

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

自転 車 通学 学 生数 また は 白転 車 通行 台数 で割 る こ とに よ

り、交 通事 故発 生 マ を求 め、地理 的 分布 の 特徴 を分析す

る．、交通事故＃ttの 分布 は 　白転車利用者への 注意喚起に

っ な げ る と共 に、道 路省 理 者 に 対 し て 自転虫 走 行 槃 境整

備の 優 先路 線こ示 す こ とに役立 て る こ とを 剛 票とす る．，

2 ，研究の 方法

　 本研 究 では、交通 事故の 地理 的分布を 明 らか に し、そ

の 特徴 と道 路条 件 の 関 わ りを考 察 す る た め に、以 下 の 作

業を行 っ た c

1）宇 書肺 内 の 中学 校、高 等学校、大 学 ・高 專 ア ン ケ“…ト

調 査に よ り 、学生 数、自転車通 学者数、自転車通 学率の

データを 収集す る，
2） 山 口 県警宇部警察署 か ら管内の 交通人 身事故の デ

ー
メ

を 提供い た だ き、住 居 表示 地 城 に つ い て 、事 故に よ る死

亡 ・重 傷 ・軽 傷 の 燐 と、自転車の 閏 与 有 無 を併せ て、，ゼ

ン リン 住 宅地 園 那 ）に マ ソ ビ ン グ し、GIS に人 力す る。
3）山 口 県土 木建 築部 に よ る匹道 ・県道 交 通 量調 査か 「

宇 部 市内拝 居 表 示 地 域の 祠査 地 点に お け る、週 日の 自動

車、白転箪 交 通 量 を 把握す る。
4）学校及 び交 通 量 調 査地 点か ら 500m バ ッ フ ァ ゾ

ー
ン 内

に お け る 自転車 交 通 事 故件 数 を数 え．、自転 車 通学 入数 ま

た は 自転車交 慂 量 で 割 り、自転車 交 通 事故発 生率 とす る．
自転車交通事故発生 率 縫 転車：交通事 故 リス ク） の 地理

的分布に つ い て 、そ の 特徴 と背景を考察す る．

3 ．宇部市の 交通分担率と自転車利用者数

（1） 交通手段の 分担率

　宇 部 市は 2009 年 ll 月 lH 現在 の 推 rl
齟
人 口 174，290 人、

世帯数 77．Oll　L止帯、蒭積 は 287，68m2を有 し、市域 全体 の

人 口 密度 は 606 人 tkrn1 で あ る。2005 年 国 勢調 萱に よ る 山

口 県内各 市 の 人 口集 中地 区 （DID 〕　
’
覧表 をみ る と、宇

b 市 の DID 地 区 面 積 は 28．97　kni　
’“、同 地 区 の 人 口 が

91，699 人、同地区 の 人 口 密度 は 3
，
i6S人1   f となっ て い

て 、f）ID の 基 摩 4、000 人ノkm に届 い で お らず ス プ ロ ール

が著 しい
e）山 。

　2UOO 年鬮 勢調 査 で は 15 歳以 上 向宅 外 就業者 ・通 学者

の 交 盪手段 が 調 脊 され た　図 1 に 山 口 県 及び 宇 部市 を台

む 山 口 県 内主 要 5 市の 交通 手 段 の 割 合を 示 す．
　宇部市 は 鈔 道 ・電 車 が 4．0％、乗 合バ ス が 2．5％ と非常

に低 い の に 対 して、自転車の 割合 は 16．6％、入数 とし て

は 14，325 人 とな っ て お り、環境 にゃ さ しい 交通 手段 と し

て 自転車の ポテ ン シ ャ ル は 高い と 思 われ る 。 宇 部 市 の 自

家 用車利 用 率 は 66．2％ を 占め 、5rh の 中で は 防麿市に 次

い で 高い。
　下 関 市は 徒 歩 だ け 11．9％、鉄 道 ・

唱 卓が 9．6％、ff合バ

ス が 12．7％ と，公＃ 交通 の 瀞i合が 5 市の 中 で は最 も高 く

な っ て い るが 、市禽地 が 丘 陵地 に 広 が り．自転 車は 9．4％

と比較的 低 く、自家用 車 が 56．2％ と 5 市の 申で iま最 も低

し丶，山 口 市聖よ畫失逍 ・電 車 カミ 3．7％、乗 合バ ス が IJ％ と非

営に低 い が、盆 地 1 位 置す る 二 とか ら地 形的に 自転車を

利用 しやす
’
く、24．9％ と最も高 く．，自家用 車 は 6L7％ とな

っ て い る、
　 こ の こ とか ら も、宇 部 市 で 白転 車利 用 を促進 し て 自動

車 の 利 用 を少 な く し、環 境負 荷を tw　liす必 要 が あ る とい

え る。

麕徒歩 だけ　　　　　　　　驪 鉄選・驚車

ロ 乗合バ ス 、勤 め先・学校 バス ロ 自家 用車
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図 1 山口 県と主 要 5市の 15歳以上 の 通勤 ・通学の 交通

　　　　手段 〔自家 用車、自転 車に ％を示 す）

　　　　　　　（2000年国勢調壷 よ り〉

（2）学生 の 自転 車通 学 実 態

　宇 部市内に あ る 市立 中学佼 13　Ai交、県立 及び 私 立 の 高等

学校 8 校 に 対 して 、生 徒 の 自転 車通 学 に 関す る ア ン ケ…

ト調査を行 なつ た。
　 ア ン ケ ート項 肖は 全響 徒 （学生 ）数 ．白転 車 で 通 学 し

て い る生 徒 （学生）数、交通安全 講習の 有無 とそ の 概要、
自転 車 安 全講 習 や安 全指 尊、事 故 が 懸念 され る場 面 に つ

い て で あ る 。

　中学佼 に っ い て は 宇部市教育 委 員会 を通 じ て 2009 年

lt月 ユ7 日〜冂年 12 月 17 日の 調 査で あ る c 高校に っ い

て は、各 佼 に メ
ール で 調 査 協 力を依頼 し、2009 年 11 月

27 日〜同年 旦2 月 18 日まで に 1口1収 した 。中学校、高等学

校共 に 回 答 率 は 100％ で あ る．そ の 他 、高 等 教育 機 開 と

し て ．宇部工 采高等専門学校 ・山lr大学工 学部 に対 して

20 監0 年 2 月 1 目〜2 月 10H に、ア ン ケ ートを依 繧 し て 間

答を得 て い る。
　字部 市 内 の 中学 生 は 合 計 4，595 名、そ の うち 自転 車 通

学 人数 け 三，719 名 〔37．4°1e） に な る（図 2），東部の 郊外 に

位鐙す る 越岐波 中．常 盤 中、川 上 中、西部の 郊 外 に 位置

する厚 南中、黒石 中な どが 50％ を超え て 高 くなっ て い る、、
生 徒 数 は少 な い が 農 村 部 に 位 置す る 厚 東 中、小 野 中 も

90％ 近 く な り、高い 。中心 市街 地 に 近 い 中 学校 で は、通

学 距離 が近 い こ とか ら 自転車 を許 卩∫して い な い ケ
ー

ス が

あ る。自転 車 通 学 率 が低 い 理 由 は通 学矩 離 が 短 い た め、
丘 陵地 に学 佼が あ るた め と考 え られ る。
　市 内 の 高校 生 は合 計 4，782 人、そ の うち 自転 車 通学 入

故は 3，566 人 （74．6％）に なる（園 31）r，宇部工 業高専 と 山

［ 大学 工 学 都 弊せ て 学 生数 が 3，883 人、うち 白転 車 通 学

が 正
，
538 人 （39．6％ ｝となる．市内の 商等学校の 方 が 中学校

に 比 べ 総 じて 自転 箪 通 学 率 が 高 い の は、通 学 闥 が 市 内 全

坂に 及ぶ た め と 考え られ る。i
’1了外 か ら通 学 す る生徒 は最

寄 y；駅 か ら学 佼 ま で 自転 車 を 利 厩す る ケ・一ス 孝多い 。事

部駄 に 近 い 宇 部 商 業高 校、字 部新 焦駅 に 比 較 的 近 い 慶 進

高校、寮生の 多い 宇部工 業際専、近 くの ア パ ー
トに 住む

学 生 の 多い 山 口 人学工 学部 で は 白転車 通学率 が 50％未満

とや や低い が、そ の 他の 高校で は 90％ 以上 の 高い 翻 合 と

な っ て い る。
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團 自転車通 学生 徒数 一一F 自転車通掌率
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調 査 目時は、以 下 の とお りで あ る。
・1999年 10月 7H 　（木）午前 7時か ら午後 7 時まで
・2005 年 10 月 19 日 （水） 午 前 7 時 か ら午 後 7 時 ま で

　 1999年 と 2005年の 市内主 要部 9 箇所 （図 4）に お け る

交 通 量 （表 ⊥） を 比 較 す る と、合計 で 、歩行 者 が 4，141
人 か ら 3，815 人 （92％）．白動車 が 143，915 台 か ら 133，429
台（93％）と明ら か な減 少 を 示 す．動力付 二 輸車類 が 101％

と変わ らない の に対 して、白転車 は 6，325 台 か ら 6，957
台 （uovo）へと増加 し て い る こ と が わか る，自転車は 9 箇

所 中 5 箇所 で 増加 して お り、特 に   国道 490 号 沼 で の 増

加 は著 し く、お よそ 900 台増加 （63％増） し て い る。宇

部市 にお け る 自転車利用 は 増加傾 向 に あ り、ま た、面 的

な低炭素地 域づ く りの た め に も、自転車利用を推進 し て

お り、自転 車 か ら見 た 道路 条件 と し て、交 通事 故 リス ク

評 価の 必要性 は高い とい え る。

撫v
墨霤蜀亂臥圜斷鉱．

　 gee

囲
量
琳
H
鞐
K
ロ

ヨ

帥
区
鰭
H
嵩
叶

偉
臆
訃

置
盤
假

梶
累
丑

最
仆

恒
竃
哥

鑑
仆

悔
娼
嚠

偉
諜
H
詭
朴

慎
ミ
ゆ
翼
ト
ヤ

ト

ハ

ロ

h
輩
訃

博
阻
鼈
弉

健
轢
恆
瞳
訃

裡
爆
震
置

仆

隠

魯
順
幌
躑
皿

 

　
 

　
 

　
 

8
　　
6
　

　　
4
　

　　
2e

瓢

図 3　宇部市内高等学校 ・高専 ・山口 大工 学部の 自転車

　　 　 　　 　 　　 　　 　通 学 率

　ま た、交通 安全講習を実 施 して い る 中学校は t3 校 中 8

校 （6L5 ％）、自転車 安全 講習 や 安全 指導 を行な っ て い

る中学校 は 13 校 中 8 校 （61．5％） で あ る。交通 安全講 習

を 実施 し て い る 高校 は 8校 中 8校 （100％）、自転 車安 全

講 習や安全指導 を 行 な っ て い る 高校 は 8 校 llr　 5 校

（62．5％） で あ る。自転車の 安全 講習 ・指導実施率が ま

だ低く、そ の 内 容を検討する こ とが 望 ま し い 。

（3）宇部市 内の 道 路 交通 量 調査 結 果

　 山 ll県 で は 1999年 と 200「
o 年に 国 道 ・県道 の 主要 地 点

に つ い て 交 通 量 調 査 を 実施 し、一
般 交 通 量 調 査総括表

1CI ）・11 〕
に ま と め て い る。そ れ を も とに 、宇 部 市内 主 要部

（住居表 示地 域）の 道路交通量を表 1 に 示 す。な お、山

口県 の 交 通量 調 査 は 平 日 と休 日、各昼 間 の 12 時 間、及 び

24 時問に つ い て 彳了なわれ て い る が、表 1 で 示す データの

図 4　交 通量 の調 査箇所

4 ．交通事故 マ ッ ピングと自転車事故発生率評価

（1） 山 ロ 県交通 白書 による検討

　山 口 県の 交通 統計
12b

に よれ ば、山口 県に お け る 2008

年の 交通事故発 生 件数 は、合計 8，118 件で あ り、そ の う

ち、自転車対 車両 の 事 故 が 1
，
001 件 （12，3％ ） を 占め る。

　山 口 県 内 の 主要 な 5 市 に つ い て、自転車 対 車 両の 人身

事 故件 数 と、全事 故件数 に対 す る割合 を図 5 に示 す。宇

部市 は 自転車 対車 両 の 件 数が 166 件 と県 内で 最 も多 く、
割合 も 15．4％とな り防府市 に 次い で 高い。その 背景 と し

て 自転 車通 行 の 道 略条 件が整 っ て い な い こ と．そ の わ り

に 自転車通学 の 生徒数 が 多い こ とが 影響 し て い る と思 わ

れ る。な お、下 関 市で は 殆 ど の 高 校 で 自転車 通 学を 認 め

表 11999 年 と 2005年の 宇部市 の 昼間 12時間 交通 量
10｝・11）

路線名 記号 住所 歩行都 9 歩行9．・5 自醇 99 自転軸 5 動力
驫

勤
驫 自騨 99 自騨 ・・

国道 tgO号
国道190号
国道 190号
国道490号

国道490号
県道宇 部港 線

県道宇部空港縟g
県道 琴芝際 波綉 h

　道琴芝 、波　i

合計

abCda

ご
丁

常盤 町 1T 目

則貞2丁 目
大字西 岐波字 権代

沼

北迫

新 天町
一

丁 目

西 岐波区 草江

琴 芝町一丁 目

北 tli羽 山町

1211264358496

　 36611

　 631083

　 194141

10S3251196442

　 23753

　 92879

　 96381592

％

67612095911442

　 473321101S21

　 976325

86610474662346

　 594611991419

　 946957110

％

77263843846712722119149

フ

1543505

755664431541132223226375199259282472922066192851180655931117617826550622182229471125S20469140275

フ0411068137686eo6

2005 年合計 ／ 1999 年 合計

3546 　　 1439t5 　　 133429
1et％　 　　　　　 　　　 93％
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て お らず、生徒 は バ ス ・電車 通学 が 多い 。
　交通 統計 に よる 自転 車 対車 両 事 故の 発 生 パ タ

ーン （図

6） をみ る と、宇 部市で は出 合い 頭 の 事故 が 61％と最 も多

く、次い で 右左 折時 25％とな っ て い る。

一 自転車対車両
一◇ 一自転車対睾両 の 発生件数に対する割合
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図 5　山 口 県内主 な市 に おけ る 自転車 対車 両交 通事故 件

数 と、交通 事故 全体に 対す る自転車対車両 事故 の 割合

　　　　　　 （交通 統計 2008年
12｝よ り）

自転車対 車両 の 事故 、200S 年

　 　宇部 市 （N ＝166件）

　 　 　 　 　 　 正 面衝突，4，
　 　その 他 2e．　　 2N

が戴藁
図 6　宇部市にお ける自転車対車両 交通事故の 発生パ タ

　　　　 ー
ン （交通統計 2008年 12｝よ り）

（2） 交通 事故 データ

　 山 口 県 宇部警察署管内 （宇部市 内）で 2008年 に 発 生 した

交通 人身 事 故 は、全 事故 数 1，　077 件、そ の うち死 亡 事故

は II 件で 11 名、重 傷事故 は 94件 で 100名、軽 傷 事故 は

972 件 で 1，　298 名、自転車事故率は 169 件 （16％）で あ

る。こ の 1，077 件 の うち住 居表 示 の あ る地 域 で 発 生 した

事故が 、532 件とな り、内 10⊥ 件 （⊥9％） が 自転 車 に関

係 す る事 故 で あ る 〔図 7）。
　な お、警察の 交通 事 故 統 計 にお い て 、事 故 の 当事者の

責任 割合が 高 い 順 に 第 1 当事者、第 2 当事者 とよぶ。

表 2 交通事故デ
ー

タの 住宅地図へ の プロ ット作 業

・日時 ： 2009 年 7 月 16 日 ・同年 7 月 22 日

・
場 所 ：　 山 口県警宇部警察 署
・担 当者 ：　 山 口 大 学大学院理 工 学研究科教員 1名、山

　口 大学 大 学院 生 1 名、山 口大学 工 学部 4 午生 4 名
・作業内容 ；　 宇部警察署管内 （宇部市内）の 2008年交

通 人 身 事 故 の う ち、住 居 表 示 の あ る地 域 で発 生 した

532 件 の 交通事故 リス トを もとに、自転車 関 与の 有無

及 び死 亡、重 傷、軽 傷別 に分 け て ゼ ン リン 住宅 地 図 に

　プ ロ ッ ト

　交 通 事 故 の 地 理 的分 布パ タ
ー

ン を 分 析 する た め、表 2

の 手 順 に よ り、住所 付 きの 交 通事 故 リス トをゼ ン リン 住

宅 地 図
7，・8〕に プ ロ ッ トす る作業 を 行 っ た ．

そ の 他（自転 車

が関与せ ず），
　 908，84％

（a）宇部署 管 内交通 人身事故 1077 件

その 他 （自転

車 が 関与 せ

ず），426，80％

自転車が 第 2

当事 者，143，
　 　13％

　自転車が第1，
　 第2当事者，4，
　 　 　 1％

が 第1、
者，3，

（b）宇部 署管 内、住 居表 示地域 の 交通 人 身事故 532件

図 7 宇 部警 察署 管 内 の 2008年交 通人 身事 故 件数 と 自転

　　　　　　　　 車当事者の 割合

　住宅 地 図 へ の プ ロ ッ ト資料 を も と に 、道 路や 学校 周辺

の 危 険 度 を 判 定す るた め に GIS ソ フ トウ ェ ア （ArcG［S

Desktop　 9．3．1） の レ イヤ
ー

に ポ イ ン トデータ と して、属

性 値 と と もに 入 力作業を 行な っ た。作業時の 下地地図 と

して は、縮尺 1／10，
　OOO の 都 市計 画 基 本 図 （ラ ス ター画

像）を用い て い る e

　図 8 は GIS に 実際 に プ ロ ッ ト した 2008年の 宇部市内 で

発 生 し た 交通 事 故で あ る。宇 部市 の 事 故 の 分 布 をみ る と

国道沿 い で 多 くの 事故が 起こ っ て い る。国道 190 号線で

は 93 件、国道 490 号線で は 49 件 の 事故が 起 こ っ て い る。
中で も困道 490 弓線 と通 称 T ．学部通 り　（市道 西の 宮野 中

線 ） が 交 わ る沼交 差 点で 事故が 集巾 し て い る。ま た 、程

度 の 重 大 な 事 故も国 道沿線 で 起 こ る こ とが 多い 。こ れ は、
自動 車が ス ピ

ー
ドを 出 しや すい ため だ と考 え られ る。

　 白転車 事 故発 生場 所 を図 9 に 示 す c 中心市街地の JR宇
部新 川駅付 近、市役 所周辺 、国道 190 号線 の 藤 曲交 羌 点

付 近 、市道浜 バ イ パ ス （北琴芝鍋倉線）、工 学部通 り付

近 で 自転 車 事故 が起 こ っ て い る。

（3）学校及び交通量観 測点 か らバ ッ フ ァ ゾーン の 自転 車

事故発生率

　中学 校 ．高等学 校、高 専、大学 等 の 各 教 育機 関 か ら半

径 500m の バ ッ フ ァ ゾ
ー

ン 内 で 発 生 し た 自転 車事 故 件 数

を数 え る 。 白転 車 の 速度を 学校 付近 な の で 控え め に 見て

時 速 12km と仮定す る と分 速 200m とな り、500m を 2．5 分

で通 過 す る こ とか ら、500m バ ッ フ ァ ゾー
ン を、そ の 学校

か らの 通 学 生徒が 多い 圏域 とみ なす。なお、自転 車

走行 空 問ネ ッ トワ
ー

ク に 関する上 出 ・他の 研ee　L3｝で、文
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図 82008年 交通 人 身事 故発 生場所 （住居 表示 ありの 区域 ）

図 92008 年自転車 交通 人身事 故 発生 場 所 （住居 表示 ありの 区域 ）
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教施 設の 500m バ
ッ フ ァ集計 が 活 IHされ て い る こ とも参

考に した。
　各 バ

ッ フ ァ ゾーン （近傍 ） 内 の 自転 車事 故 発 生率 A を

（1）式、  式 で 定義する。

A．．10000．
B・

‘

　　　　 2S．・ハ厂、
　 　 　 　 　 　 　 ‘　　 　 　 t

［1］式

　　　　A ．。 10000 ．
Cj
　　 匚、］式

　　　　
’

　　　　 D
プ
Mj

こ こ に、
Ai ： 学校 ゴ の 近 傍 に お け る 自転車事故発生 率 （1 万 ト リ

ッ プ あた り）

Bi： 学校 ゴ （ま た は そ の 集合） か ら半 径 500m の バ ッ フ ァ

ゾー
ン内 で 1年間 に発 生 した 自転車 事 故件数

離 ： 学校 iの 生 徒 ・学生 の 年間登 校 日数

Si： 学校 ゴ （ま た は そ の 集 合） の 自転 車 通学生徒 （学

生）数 （の 和 ）

バノ： 道 路 交 通量調 査 地 点 ノ の 近傍 にお け る 自転車事故 発

生率 （1 万 トリッ プ あた り）

Cj ： 道 路 交通 量調 査 地 点 ノか ら半 径 500m の バ ッ フ ァ ゾ
ー

ン 内 で 1 年間 に発 ∠L した 自転車 事 故件数

PJ
’
： 道路交 通 量 調査 地 点 ノで の 平 日昼 間 12時間 の 自転車

通行台数

的
’
：市民生 活 か らみ た 年 間 平 Hli 数

　自転車通 学生 徒数に つ い て は 、登 校 時 と、下 校 時 の ト

リ ッ プ を考 え、分 母 を 2 倍 す る。交通 量 調 査の 自転車台

数 （12 時間）に っ い て は、そ の ま まの 台数 （県道琴芝 際波

線、琴 芝町 1 丁 日な ど）を分N に 用 い る。
　1、

；i と して 、生徒
・
学生 の 年間登 校 目数を、中学 校 で 34

週、ある 高等 学校で 39 週 、高等専門 学校で 36週 、大 学

で 34 週程 度 で あ る こ とを参 考に 34 週 に 5 日を乗 じて

185 日 と す る。雌 と し て、年 間 52 週か ら 5 凅 を 引い て

47週 に 5 日を乗 じて 235 日とする。

　学 校 近 傍 で の 自転 車 事 故発 生率 は、自転 車 通 学 （登 校 、

下校）の 1 力
』
ト リ ッ プ に 付 き、学校近 傍 の 500皿 範囲 で 人

身交通 事故 が 発 生す る割合を示 して い る．なお ．学校か

ら 50Umバ ソ フ ァ ゾー
ン の 交通 事 故 も、学校生 徒 ・学生 以

外 の 社会 人が 自転車乗 用中に 発生す る事故 を含ん でい る

が、交 通 量 調 査地 点 が 限 られ る こ と、宇 部 市 で は 学 生 の

通 学用自転車利用が 多い こ とか ら、生 徒 ・学生 の 事故率

とみ なす こ と とす る 。

　道路交通量 調査 地 点で の 自転車事故率は、そ の 調査 地

点 を昼 間の 12 時間に 通 行 す る 自転 車 1 万 トリ ッ プ に 付 き

人 身交通 事故が 発生 す る割合を示 し て い る。
　図 10に は 自転 車 走行 台数 の 分布 を示 す。台数 が最 も多

い の が 、宇部 高専 ・山 口 大学 ・常盤 中学 校 の 近 接 す る 常

盤 台 2 丁 目付近 （常盤 湖の 西 側） で あ り、っ い で、沼 交

差 点 （T ．学部通 り と国道 490 弓線 の 交差 点 ）、っ い で 宇

部高校、産業道路の 琴芝駅 付近 で あ る。
　 図 11 に は バ ッ フ ァ ゾーン ご と の 自転 車 交通 事 故件 数 を

示 す。自転車交 通 事故 件数 は、自転車通 行台数 の 多い 丘

陵部の 常盤 台や宇部高校付近 よ り も、中心市 街 地 の 琴 芝

駅付近、宇部新川駅付近、宇部市役所で 多くなっ て い る。
後者 は 車道 や 歩道 も整 備 され て い て 、道 路幅 員 が 広 い と

こ ろ が 多い 。
　図 12 に、1 万 トリ ッ プ あた り自転車事故 発生率 の 地理

的 分布 を示 す。道 路 が狭 く 、歩道 も不 十分 で 条 件 の 厳 し

い 宇部高校 0，13、宇部高専 ・工 学部 ・常盤中学 0，06 は

低 くな り、地 形 が 平坦 で 歩 道 も広 い な ど、道 路 条 件 が 比

較的良好な、宇部中央高校付近 0．38、慶進 高校付近 0．36
の 方 が、自転 車 事故 率 が高 い 傾 向 に あ る。自動 車 走行 台

数が 多い 国道 190 弓線 に 近 い 、香川高校
・
藤山中学付

近 は 0．65 とな っ て い る，事 故率 が 最 も高 い の は 、新天 町

1 丁 目で 0．65、国道 190 号 常盤 町 1 丁 R （市 役 所 付

近）0．58 で あ る。新天 町 1 丁 日、常盤 町 ⊥ 丁 日 に っ い て

は、自転 車 通 行 台数 と して 道路観測 点の デ
ー

タを使 っ て

い る が、実際は 周辺 道 路 に 分散 して い て ， 低 めに な っ て

い る こ と も原 因 と考え られ る。

図 10　自転 車 走 行台数 の 分 布 （文教施設は自転車通学学生数の 2倍、道路交通量調査 地 点は 週日昼 12時間交通量 よ り）
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図 11　 自転 車事 故 件数の 分 布 （学校や 交通 量 調査 地 点か ら 500mの バ ッ フ ァ ゾーン に つ い て ）
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図 12　自転車 1 万 トリ ッ プ当たり事故率の 分布

　吉 田 （2009）14）
は 、自転 車 事故 発 生 の 傾向 と特 徴を、統

計デ
ー

タか らマ ク ロ な分析、道路交差点 等の ミ ク ロ な分

祈 に よ り明 らか に して い る。こ の 文 献 を参 考に、木 研 究

の 結果 を以下 に 考 察 す る。自転 車事 故発 生 率分 布 の 背 景

と し て、道路条 件の 悪い 地域で は 、自転 車 も 自動 車 も あ

る 程度注 意 し て 走彳了し、ス ピードが 出せ ない こ とか ら、
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低速 で の接触 等 は あ っ て も警察に 届け る 人身 事故 に至 っ

て い ない 可能性 が 考 え られ る。一
方、道路条件が 比較的

良好 で 、平坦 な道 路 で は、自転 車 も P動 車 もス ピードを

出 し て い て 、事故 率 が トが る こ と が 考え られ る。通 称 産

業道 路の よ うに、歩道 も比 較 的 広 く，自転 車 の 歩道 通行

が 常態化 して い る状況 の た め、店舗や脇道か ら 出入 りの

ク ル マ に 対 し て、自転 車 の 存 在が 見 え に く く事 故 に つ な

が る恐れ が ある。
　なお、自転車の 走行位置 に よる、自動車 との 交通 事故

確率 に っ い て、松本
ユ5，

に よ れば、B転車事故 には 出会い

頭 の 事 故、及 び左 折 ・右 折 時 の 事 故が 多 い こ と、車道 通

行で は 左側通行 に 比 べ て 右側通行 （逆走）の 事故率が高

く、歩 道 で は 車道 寄 りに比 べ て 建物 寄 りの 方が 事故 率 が

高い こ とが 示 され 、交通 ル
ール 徹底の 大 切 さに つ い て、

示唆に 富む、

宇部市教育委員会 の 岡村
一

利氏、［illl県立宇部高等学校

の 窪井 博規氏 に感 謝の 意 を表 しま す。

補注

〔1〕 山 口 県 都市 計画 課 に よ り、人 口 集中地 区 に っ い て 次

　　 の よ うに 説 明 され て い る。 「国勢 調査 に よ る 「人 口

　　集中地 区」 の 設定 条件は 、人 ll密度の 高い 基 本地 区

　　　（原則 と して人 口密度が 1  瞥 た り 4，00  人lkm2以

　　上 ）が 隣接 し て い る こ と とされ て い る。な お 、個別

　　の 人 口 集 中地 区 の 中 に は、人 口 密度が 1km2 当 た り

　　4，000 人に満たな い 場合 もあ るが、これ は 常住人口 の

　　少 な い 公 共 施設、産 業 施設 、社 会施設 等 の あ る地 域

　　 を含めて い るた めで あ る。

参考文献

5 ．ま とめ

　 本研 究 で は、環 境 配 慮 の た め に 自転 車利 川 を促 進 す る

際に 問題 となる道路条件を評価す る方法 と して 、交通事

故 の リス クを導 き、地 理 的 分布 の 特 徴 に っ い て 考察 を行

い 、以下 の こ とが 明 らか に なっ た。
（1） 人 口 20 万人 規 模 の 工 業 都 市 で あ る宇 部 市に お い て 、

通 勤
・
通 学の 自転

・
車 率が 170／。 で あ り、公共 交 通 よ り多 く

利 用 され て お り、自家用 市か らの 移行可 能性が あ る。
（2） 宇 部 市内 の 自転車 通 学 調 査 か ら、中学生 は 37％

（1，719 人）が 、高校生 は 75％ （3，　566 人）が、高専
・

大 学 工 学 部 で は 40％ （1，538 人 ） が 自転 車 通 学 を行 っ て

い る。一
方、交通量調査 の 結果か ら、住居表 示地 域 の 調

査 地 点 に っ い て 、自転 車 通行 台 数 を整理 し た。6 年 間 に

自動車 ・歩行者 は減少 して い るが、白転車 は増 加 傾 向に

あ り、重 要性 が 増 し て い るこ とが わ か る。
（3）2008 年 の 市 内 交 通事 故 発 生 場 所 を地 図上 に プ ロ ッ

ト し、学校 及 び 交 通 量 観 測 点 か ら 500m の バ ッ フ ァ ゾー

ン で 発 生 し た 自転車交通事 故件数 を数え た 。 そ の 事 故件

数を 自転車通 学 生 徒数 の 2 倍 （登 下校を考慮 し て ）に 年

間登校 日 数をか け た値で 、また は i・2 時 間 自転車 通行 台 数

に年間平 口 口数 をか け た値 で 割 り、自転車 1 万 ト リ ッ プ

あた り交通事故発生率 と して 評 価 し た。
（4） 交 通事 故 件数 及 び 自転車交 通事故発生 率は、道路 ・

歩道 が 狭 く、自転 車 走 行 条件 が厳 し い と思 われ る丘 陵地

域 で は や や低 く、道路 ・歩道 が 広 く、自転車 が歩道 を通

行す るの が 常態 とな っ て い る 平地 中 心 市街 地 部で 、高 く

なる 傾向が み られ た 。 そ の 背景 と して 、歩 道 も広 い 平 坦

な 中心 部 で 、白転車 ・白動 車 が ス ピ ー
ドを 出 して 走 る こ

とが 考え られ るn
　今後 の 課 題 と し て 、次の こ と が 挙げ られ る。1 年 間 の

自転 車事 故 が 106 件 で あ り、発 生場 所 に変動 が大 きい と

考え られ る た め 、複数年の 事故デー
タ を 用 い て 事 故 率 を

評 価す る。自転 車 通 学 学 生 数 と交 通 量調 査に よ る 自転車

台数 を用い て い る こ とか ら、両者 の 関係 を調べ る。 自動

車交 通 量 や道路の 幅員な ど道路条件 と 自転車 事故率 の 関

係 につ い て 検討す る．
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